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※取り扱い説明書内のイラストは、製品の仕様変更により、実
際の製品と若干異なる場合があります。

※デザイン及び仕様につきましては改良のため予告なしに変
更することがございます。

取扱説明書
ご使用前に必ずお読みください

B lue too thカーキットT1F
BT 520
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http://www.seiwa-c.co.jp

取扱説明書（保証書付き）
※本書です

ペアリングマニュアル

カーキット本体

●セット内容がすべてそろっていることを確認してください。

安全にご使用いただくために

セット内容の確認

●以下の警告・注意をお読みの上、正しくご使用ください。警告・注意に従われない場合など、誤った
ご使用をされた際の事故、故障、破損などにつきましては、接続する携帯電話機も含めて当社で
は一切その責任、保証は負いかねます。

●ラジオ受信用のポールアンテナが付いている車では、アンテナを伸ばした状態でご使用ください。
●車内に本製品以外にFM発信可能な機器がある場合には、その機器のFM発信をオフにしてくだ
さい。電波の干渉を受ける場合があります。
●車内で本製品以外の機器でFM発信を行う場合には、本製品の電源をオフにしてください。電波
の干渉を起こす場合があります。

●周波数選択キーを押し、地域のFM局に干渉しない周波数に選んでください。周波数選択キーを1回押すごとに
周波数LEDが切り替わり、周波数が変更されます。
※本製品は設定されている88.1/88.3/88.5/88.7MHzの4種類以外の周波数は選べません。
●ご使用のFMラジオの数字を本製品の周波数と同じ数字に合わせてください。
●オーディオのボリュームを調整して、最適な音量でご使用ください。
※この製品は電波で音声を飛ばしますので、ご使用になる機器・お車・環境等により、実際の音源とは若干音
質が変わる場合があります。必要に応じてカーステレオの音質を調整してください。
※ノイズが入る場合には、周波数を切り替えてください。
※音楽を再生中にエンジンを切っても接続機器の電源はOFF（演奏停止）になりません。車から離れる場合は必ず
接続機器の再生を停止するか、電源を切ってください。そのまま放置しますと接続機器が電池切れとなります。
※キーを抜いてもシガーソケットの電源が切れない車種の場合、車から離れる際は必ず電源プラグを外してください。

※周波数は周波数選択キーを1回押すごとに 88.1MHz → 88.3MHz → 88.5MHz → 88.7MHz の
順番で切り替わります。

●本書ではボタンの操作方法などを以下のように矢印で示しています。

※本製品はBluetooth対応の携帯電話/スマートフォンなどにお使いいただけますが、本書の中
では接続機器を「携帯電話」と記載しております。

ご使用の前に2

ペアリングモード

FM周波数の設定

ペアリング3

FMラジオの設定4

●本製品をはじめてご使用になる場合、接続する携帯電話にペアリング登録する必要があります。
●ペアリングは接続する機種ごとに設定方法が異なりますので、設定を行う前に必ず接続する携
帯電話の取扱説明書（Bluetoothの項目など）を参照してください。
●本製品にペアリング履歴が無い状態（購入直後やリセット後）から初めて電源を入れた場合、自
動的にLEDインジケーターが青と赤の交互点滅し、ペアリングモードになります。
　（ペアリングモードにならない場合は下記を参照してください。）

●同梱の「ペアリングマニュアル」に一部の携帯電話機種の機種別設定方法を記載しておりますの
で参照してください。また、接続する携帯電話の取扱説明書「Bluetooth」の項目も必ずお読み
ください。また、「ペアリングマニュアル」に記載のない機種につきましては、弊社ホームページを
ご確認ください。（本紙右上参照）
●右記が概略的なペアリング手順となります。
●一部の機種では本製品をペアリングモードにすると、自動的に携帯電話の画面に本製品との接
続を促す表示（パスキー入力画面など）が出る場合もあります（購入直後やリセット後に限る）。

ペアリングについて

電源スイッチのON/OFF操作

① カーキット（電源オン状態）と携帯電話（Bluetooth対応機種/電源オン状態）を手元に準備します。

④ 携帯電話の画面に表示された検索リストの中から、ご使用になっている「BT520」を選択します。

⑤ 携帯電話でパスキー「0000（ゼロを4つ）」を入力します。（登録は「ハンズフリー」で行ってください。）
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手順① 手順② 手順③ 手順④ 手順⑤ 手順⑥

パスキー入力前に「携帯電話の端末暗証番号」を入力する機種があります。端末の暗証番号とパ
スキーは異なりますのでご注意ください。端末の暗証番号は、あらかじめ決められた番号もしくは
お客様が設定した番号です。詳しくは携帯電話の取扱説明書をご確認ください。

携帯電話とのペアリング手順 

短く1回押す 約2秒間長押しする短く連続で2回押す 2 2秒

◆付近に同じ製品が複数ある状況下ですと、「BT520」が複数表示されることがあります。ま
た、周辺に他のBluetooth機器やワイヤレス接続のPCなどが多い環境では、検索されにく
い場合があります。その場合は何回か繰り返しお試しください。ペアリングが成功しなかっ
た場合は、再度ペアリングを試みたり、一度リセットすると成功する場合があります。

◆接続する携帯電話の機種によっては、はじめにBluetooth設定を「オン」に設定する必要があります。
◆一度ペアリングを完了すれば、基本的にカーキットの電源をオフにしてもペアリングの履歴が残りま
す。電源をオフにした後、再度電源をオンにすると自動的に接続を行います。（機種によっては、ペア
リング済みの機器を「Bluetooth接続待ち」などの状態にしたり、接続時に操作が必要な場合があ
ります。）

http://www.seiwa-c.co.jp

株式会社

適合情報、ペアリング手順、新製品情報などが掲載されておりますので、
インターネットをご利用の方は、ぜひご覧ください。

発売元

セイワホームページのご案内 （右のQRコードでもOK）

お客様サポートセンター （裏面記載のトラブルシューティングで解決できないとき）

この度は弊社製品をお買い求めいただきま
してありがとうございます。ご使用の前に本
書（取扱説明書）及び接続するBluetooth
機器の取扱説明書をお読みください。

はじめに1

携帯電話とペアリングする手順は右記を参考にしてください。

取 扱 説 明 書取 扱 説 明 書

パスキー/ （ゼロを4つ）

接続機器名/

0000
BT520

警 告

警 告
注 意

この表示は、取扱いを誤った場合、「死亡または重傷を負う可能性が想定される」内
容です。

この表示は、取扱いを誤った場合、「傷害を負う可能性が想定される場合および物
的損害のみの発生が想定される」内容です。

注 意

●本製品はBluetooth Version 2.1+EDR Class2 に準拠、適合しておりますが、他のBluetooth
バージョン内蔵機器との相互接続は、その互換性によることから保証しておりません。
●適合可能な携帯電話に関する情報については適合表にてご確認ください。
●付属のクリップ及び両面テープは保証対象外品です。初期不良以外は、保証期間内であっても
取扱い不注意による破損、紛失の場合、修理、交換、代替え品の提供などはできませんのでご了
承ください。
●仕様および外観は、改良のため予告なしで変更する場合がありますので、ご了承ください。
●本製品は電波で音声を飛ばしますので、ご使用になる機器・お車・環境等により、実際の音源とは
若干音質が異なる場合があります。

●Bluetoothとは、携帯情報機器向けの無線通信技術です。接続機器とケーブルを使わずにワイヤ
レス接続し、音声やデータをやりとりすることができます。また赤外線などと違い、機器間の距離が
およそ10m以内（本製品と同じ Class2 機器の場合）であれば障害物があっても利用することが
できます。（状況により通信感度は異なります）

Bluetoothについて

本製品について

●ご使用にあたっては各都道府県や各地域の条例に従ってください。
●本製品の使用中に起こった、メモリーダイヤル及びデータの消失や通信不能などの付随的保証
は一切負いかねます。
●本製品を含むBluetooth機器同士で通話をすると、通話開始時に音が聞こえる場合があります
が、異常ではありません。

取扱い上のお願い

●Bluetoothとそのロゴマークは、Bluetooth SIG, INC.の登録商標です。
●QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
●その他本文中に記載されている会社名および商品名は、各社の商標または登録商標です。

商標について

電源プラグをシガーソケットに差し込む
●DC充電器はDC12V車専用です（マイナスアース車専用）です。
●エンジンOFFの状態で、お車のシガーソケット内のゴミ、灰等をよく取り除いてください。汚れた
まま電源プラグを差し込むと接触不良の原因になります。
●本製品の電源プラグをお車のシガーソケットに差し込んでください。振動等で抜け落ちることの
ないよう奥までしっかり差し込んでください。（図1）
●お車のエンジンをかけ通電すると電源プラグのLEDが点灯し、通電していることを確認できます。（図1）

●シガーソケットに電源プラグを接続後、本体のUSB電源コネクタを接続してください。（図2）
●本体の電源スイッチをONの位置にスライドすると本製品LEDが点灯し、電源がONになります。
（図2）
●電源をOFFにする場合は電源スイッチをOFFの位置にスライドし、本製品LEDを消灯させてく
ださい。（図2）
※電源スイッチをONの状態でエンジンを切り、再びエンジンをかけた場合、次回使用時には前回
終了した周波数帯で起動します。

※脱着する際には、必ず各プラグ部分の根元をしっかり持って抜いてください。シガーソケットに対し必
ず水平にゆっくり抜いてください。回転させたり、斜めにして無理に抜くと破損の原因になります。

電源プラグ

両面テープ

クリップ

〒134-0092  東京都江戸川区一之江町3000番地

ペアリングの手順　※パスキーの入力が省略される機種もあります。

電源オン状態
Bluetooth
周辺機器サーチ

Bluetooth
メニューを選択

登録完了
の表示

機器選択
リスト

OK

BT520

パスキー
入力
0000

OK

（ゼロを4つ）

メモ

保証書付き

名称
A. 周波数選択キー
B. マイク
C. LEDインジケーター
D. ボリュームアップキー
E. ボリュームダウンキー
F. メインスイッチ
G. 周波数LED
H. 電源スイッチ
 I. USB電源コネクタ
J. USBポート
K. 通電ランプ
L. 電源プラググ

ラ
プ
源
電

機能・説明
周波数の選択に使用します。
通話用マイクです。
カーキットの状態を表示します。
主に通話時の音量アップや音楽再生時の曲送りなどに使用します。
主に通話時の音量ダウンや音楽再生時の曲戻しなどに使用します。
主に通話操作、音楽操作、ペアリングなどに使用します。
周波数を表示します。
電源のオン/オフ に使用します。
電源プラグに接続します。
本製品USBコネクタやUSB充電対応機器を接続します。
電源プラグの通電状態を確認できます。
シガーソケットに接続します。（DC12V車専用）

備考

※

●本製品の取り付け、ご使用が困難な場合、または、運転の妨げになる場合は無理
に取り付けたりしないでください。
●本製品及び接続機器を運転操作、視界の妨げ、エアバッグ付近、エアバッグ作動
の妨げになる場所でのご使用や放置はおやめください。
●火の中に投下したり、高温（70℃以上）の環境下に保管、放置しないでください。
●本製品を濡らさないでください。また、濡れた手で電源プラグにさわらないでく
ださい。
●釘を刺したり、ハンマーで叩いたり、強いショックを与えないでください。
●分解、改造、後加工をしないでください。
●運転中の運転者による本製品や接続機器の操作は大変危険ですのでおやめく
ださい。
●小さなお子様（乳幼児）やペットなどには絶対に与えないでください。
●付属の電源プラグは、DC12Vのマイナスアース車で使用してください。
●電源プラグは自動車専用です。
●ご使用される前に、本製品がお車のシガーソケットに奥まで確実に差し込まれて
いるかご確認ください。また走行中も振動により本製品が外れることがありま
す。接触不良の状態で使用した場合、本製品やお車のヒューズ、シガーソケットな
どの破損の原因になります。
●一部の車種では、シガーソケットが浅く接触不良を起こす場合があります。
●本製品プラグ部分に指定外の端子や金属を接触させないでください。
●本製品のコードを傷つけたり、きつく結んだり、乱暴に扱わないでください。
●本製品の破損、故障、変形、コードの断線など不具合がある場合には、ご使用を
中止してください。
●煙が出る・焦げくさい臭いがする等、異常の兆候が見られる時は直ちにご使用を
中止してください。
●電気製品または高周波無線機器の電源を切ることが定められている場所（病院、
交通機関、一部の工事現場など）では、各施設の指示に従って本製品の電源をオ
フにしてください。
●本製品の分解、改造などはおやめください。本製品および接続機器の故障、破損
の原因になります。これらが起因する接続機器のトラブルに関して、当社は一切
の責任を負いかねます。

●ご使用の前に、必ず接続機器のメモリ控えを取ってください。本製品ご使用による
接続機器のメモリデータ破損や消失に関する責任は負いかねます。
●必ず車を安全な場所に停車してから機器の接続をおこなってください。
●本製品は無線局の免許を必要としない微弱電波を使用した製品です。アンテナの種
類や形状/設置環境（車の場合、車種およびアンテナが設置されている場所）/周囲
環境（車の場合、走行環境を含む）/混信などにより、本製品から出力されたFM電波
をFMカーステレオなどが正常に受信できない状態になることがあります。その場
合、ノイズ/音のひずみ/音の途切れ/受信不能状態などが発生する場合があります。
●本製品は日本国内専用です。海外でFMトランスミッター機能を使用した場合、そ
の国の法律などに抵触するおそれがあります。
●本製品を使用中にＦＭトランスミッター内蔵のテレビやカーナビを同時に使用する
と、カーステレオからの音声にノイズが入る場合があります。その際にはテレビ内
蔵のトランスミッターをＯＦＦにしてからご使用ください。
●ACコンセントのある車ではノイズが入る場合があります。
●モノラル音声（ポータブルプレイヤー等）はステレオ音声にはなりません。
●本製品を使用する時は、車のバッテリー保護のために必ずエンジンをかけた状態
で使用してください。
●キーを抜いてもシガーソケットの電源がオフにならない車種は、バッテリー上がり
のおそれがありますので、降車時に本製品をシガーソケットから抜いてください。
●電源プラグを屋外（車外）や湿度の高い場所、高温または低温の状況下で使用しな
いでください。故障の原因になります。
●極端な低温（-20℃以下）での保管、放置はやめてください。
●長期間使用しない場合は、携帯電話とのペアリングを解除して、高温や低温を避
け、乾燥したホコリの少ない場所に保管してください。
●コードを結んだり、乱暴にあつかわないでください。断線する場合があります。プ
ラグを抜く場合もコードを引っ張って抜かないようにしてください。
●プラグ類を抜く際は、ソケット/端子に対し必ず水平にゆっくり抜いてください。コ
ードを引っ張ったり回転させたり、斜めにして無理に抜くと破損の原因になります。
●設置場所や気象条件によって、音質が悪くなる場合があります。
●設置場所により、車や接続機器からのノイズが入ることがあります。その際は本製
品の設置場所を変更してご使用ください。
●サンバイザーに取付けの際、サンバイザーにクリップの跡が残る場合があります。
●本体や電源プラグのLED光源を直視しないでください。
●クリーニングするときに研磨剤入りの溶剤は使用しないでください。本製品に傷
がついたり、表面の塗装部がはがれるおそれがあります。
●上記の警告・注意に従われない場合など、誤ったご使用・分解・改造をされた際の事
故、故障、破損などにつきましては、当社では一切その責任は負いかねます。

メイン
スイッチ3秒～5秒

ペアリングモードにする

電源オン状態

●HFP（Hands-Free Profile）/ハンズフリープロファイル
●HSP（Headset Profile）/ヘッドセットプロファイル
●A2DP（Advanced Audio Distribution Profile）/高度オーディオ配信プロファイル（SCMS-T対応）
●AVRCP（Audio/Video Remote Control Profile）/オーディオ/ビデオ リモート制御プロファイル

対応プロファイル

（図1） （図2）

電源プラグ

電源スイッチ

通電ランプ

スライド

お車のシガー
ソケット

USB電源コネクタ

●カーキットをペアリングモードにする

LEDインジケーターが2回青点滅し、その後、スタンバイモード（自動接続完了・・・約7秒間隔で1
回青点滅）になります。（→「5.基本操作」参照）

●ペアリングが成功した場合

ペアリング待機モード60秒間にペアリングが成功しない場合や、認証に失敗した場合などは、ス
タンバイモード（未接続・・・約3秒ごとに1回青点滅）になります。（→「5.基本操作」参照）

●ペアリングが失敗した場合

電源ON状態でメインスイッチを約3～5秒間長押ししてください。
※途中で数回青点滅しますが、離さずに押し続けてください。
LEDインジケーターが青と赤の交互点滅をします。（交互点滅は
約60秒間継続します。）
※iPhoneとのペアリングの際、音声コントロールが起動する場合があります。その場合は音声
コントロールを終了し、再度ペアリングモードにしてください。

② 携帯電話のメニューからBluetoothを選択します。
」htooteulB「→」ルーツ利便「はたま」tiKefiL「→」ーュニメ「 ：   例の種機omocodな主　　　

　　　主なau機種の例　　　 」htooteulB「→」ーュニメ「 ： 
」htooteulB「→」続接部外「→」定設「→」ーュニメ「 ： 例の種機knaBtfoSな主　　　

　 カーキットのメインスイッチを約3～5秒間長押しします。LEDインジケーターが青と赤の交互点滅に
なったらメインスイッチから手を離してください。

③ カーキットのペアリングモード（LEDインジケーターが青と赤の交互点滅）は約60秒間継続します。（以
下手順⑥までをペアリングモード中に完了してください。）

　 携帯電話で周辺機器の検索（サーチ）をします。
」索検スイバデ辺周「→」定設FFO/NO「→」htooteulB「 ： 例　　　

⑥ カーキットのLEDインジケーターが2回青点滅して、ペアリングが完了します。
　 携帯電話の画面には「登録完了」などの表示が出て、Bluetoothアイコンなどが接続中の表示に変わります。
　 カーキットはその後スタンバイモード（自動接続完了・・・約7秒間隔の青点滅）になります。

A

K

B D

EFH G

C

JI L

周波数LED

メインスイッチを
約3～5秒間長押し

3～5秒
ペアリングモード
LEDインジケーター
が青・赤 交互点滅

LEDインジケーター
が青2回点滅後
スタンバイモードへ

※　カーキットのLEDインジケーターは青色と赤色LEDを内蔵しています。明るい場所ではLEDの発光が見え
づらい場合があります。その場合は暗い場所でLEDの発光色をご確認ください。

周波数選択キー

88.1TUNE 88.3

88.5 88.7

お客様サポートセンター…　 0265（98）0139
）く除日祝・曜日・曜土（ 00:6MP～00:01MA/間時付受

〒399-4603 長野県上伊那郡箕輪町三日町655



リセット （カーキットの初期化）8

◆携帯電話に登録されているリストから削除する場合は、携帯電話の取扱説明書を参照してください。
◆リセット後、はじめてカーキットの電源をオンにすると、自動的にペアリングモードに入ります。メモ

●カーキットをリセットして、出荷時の状態に戻す方法です。リセットするとすべてのペアリングが解
除され、ペアリング履歴も消えます。機種変更した場合など、カーキットに接続する携帯電話を変
更したい場合は、カーキットを一度リセットしてから使用してください。
●適合が確認されている機種とペアリングができなかったり、ペアリング済みの携帯電話が突然認
識できなくなった場合などは、リセットして再度ペアリングすることで改善する場合があります。

リセットの手順

ヘッドセットの電源がオンの状態で、携帯電話との接続を切ってください。（携帯電話を操作して接
続を切るか、携帯電話の電源をオフにすると接続が切れます。）1. 
カーキットのメインスイッチとボリュームアップ/ダウンキーを全て同時に約5秒間長押ししてください。2. 
LEDインジケーターが約2秒間ずつ2回点灯したら指を離してください。
カーキットはスタンバイモードになり、リセットが完了です。3. 
ペアリングする場合は電源を一度オフにして、再度電源をオンにしてください。4. 

電源のオン/オフ

Siriの起動/終了（対応機種のみ）

通話音量（ボリューム）の調節

マイクミュート

基本操作5

音量調節とミュート機能6

●カーキットと携帯電話の通話切り替え

通話を携帯電話へ切り替えた後は、その後の通話及び操作（終話など）は携帯電話にて行ってく
ださい。再度メインスイッチを短く2回押すと、カーキットへ通話を戻すことができます。

取り付け方法7

USB充電対応機器の充電9

トラブルシューティング11

製品仕様10

取扱説明書に従った正常なる使用状態で保証期間内に故障した場合には、お買い求めの販
売店、または弊社にて無料で交換または修理いたします。

保証期間内でも、次の場合は有料交換・修理になります。
①お買い求め後の輸送、移動時の取扱いが不適切なために生じた故障・損傷
②誤用・乱用および取扱い不注意による故障・損傷
③不当な修理または改造による故障・損傷
④火災、地震、水害その他の天災地変および異常電圧・指定外の電源使用による故障・損傷
⑤保証書のご提示がない場合（レシート添付の場合は除く）、あるいは字句を書き換えられ
　た場合
⑥『日本国内にて販売されている、日本国内の携帯電話事業社用携帯電話』以外の携帯電
　話を使用した場合の故障・損傷
⑦取扱説明書に記載されている使用条件以外で使用した場合の、故障・損傷

保証期間はご購入日から6ヶ月とします。

本製品の保証書は日本国内においてのみ有効です。
This warranty is valid only in Japan.

本製品の保証書は再発行いたしませんので、紛失しないよう大切に保管してください。

本製品の保証書は、本書に明示した期間・条件のもとにおいて、無料修理をお約束するもの
です。したがって、保証書によって、お客様の法律上の権利を制限するものではありません。

1.

2.

3.

4.

5.

6.

無料修理規定

※この裏面に保証書が印刷されています。

●通話音量の調節は通話中に操作します。

●マイクミュート中はこちらの音声が相手に聞こえなくなります。マイクミュート中は約3秒ごとに
スピーカーからビープ音が2回ずつ鳴ります。

●一部の適合機種でも、「本製品とカーオーディオを通して音楽を再生した音量」と「本製品で通話
時の音量」、「カーオーディオ本体でラジオやCDを再生した時の音量」を比べた場合、音量に差が
生じる場合があります。その場合は、本製品、カーオーディオ、携帯電話それぞれの音量を調節して
ご使用ください。

●本製品とペアリング済み携帯電話が一時的にBluetooth通信範囲（最大10m）から外れても、
3分以内に通信範囲内に戻ると、本製品が自動的にペアリング済み携帯電話と再接続します。
●3分以上経過した場合や自動的に再接続しない場合は、メインスイッチを短く1回押すと再接続
することができます。

●故障かな？と思ったときは、修理に出す前に、本取扱説明書をもう一度お読みになり、操作に誤り
がないかお確かめください。また、次の項目をご確認ください。

項目
Bluetooth仕様
対応プロファイル
周波数
無線距離
製品寸法
製品重量
コード長
接続機器表示名
パスキーコード

仕様
Version 2.1 + EDR Class2
HSP、HFP、A2DP、AVRCP、SCMS-T
2.4 GHz スペクトラム
約10 m以内
H 15.5 × W 100× D 8mm
約 54 g
約2m
BT520
0000 （ゼロを4つ）

備考

※1
※1

※2
※3

項目
電源
出力電圧
出力電流
FMトランスミッター
送信出力
送信周波数

仕様
DC12V（マイナスアース車専用）
5V±0.25
2100mA（MAX）
国内電波法 微弱無線機器準拠
微弱電流扱い
88.1MHz/88.3MHz
88.5MHz/88.7MHz

備考

※1　クリップとコード部分を含まない数値です。
※2　接続機器表示名は、携帯電話や他のBluetooth機器でサーチ（検索）された際に表示され

る名称です。
※3　パスキーコードは工場設定のコードです。携帯電話とペアリングする際に必要となります。

着信があるとカーステレオのスピーカーから着信音が聞こえます。メインスイッチを短く1回押す
と電話を受けることができます。

スタンバイモードの状態で、メインスイッチを短く1回押すと音楽を再生をさせることができます。

通話に関する操作
●着信応答（電話を受ける）/通話

音楽再生に関する操作

自動再接続機能

●音楽の再生

●音楽の停止

●曲送り

●終話 （電話を切る）

このような症状が続く場合は、電波障害や一時的なフリーズが原因だと考えられます。対処方法として
下記の操作をお試しください。
　①携帯電話の電源をオフにして、再度電源をオンにする。
　②カーキットの電源をオフにして、再度電源をオンにする。
上記の方法でほとんどの症状が解消されますが、それでもつながらない場合は、携帯電話の
Bluetooth登録機器リストから「BT520」を削除し、一度リセット後、再度ペアリングしてください。

以下のような症状で使用できない場合の対処法
　■携帯電話で検索（サーチ）しても「BT520」が表示されない
　■ペアリングは完了したが接続できていない
　■ペアリング済みの携帯電話が再接続（自動再接続）できない
　■ペアリング済み、接続済みの携帯電話で通話できない

※接続する携帯電話の取扱説明書も必ずご確認ください。

通話、受信ができない カーキット及び携帯電話の電源がオフになっている可能性があります。電源をオンにしてください。
携帯電話の電波状態が悪い可能性があります。携帯電話の画面で、電波レベルを確認してください。
携帯電話とペアリング及び接続が出来ていない可能性があります。ペアリング及び接続が
HFP（ハンズフリープロファイル）で正常に行われているか確認してください。

ペアリングができない

パスキーがわからない 本製品のパスキーは「0000 （ゼロを4つ）」です。

周りの電波が強い場所やBluetooth機器の多い場所では正常に接続できない場合があり
ます。別の場所で再度試してください。
携帯電話が不適合であったりペアリング手順が間違っている可能性があります。適合表と
ペアリング手順をもう一度ご確認いただき、可能であれば他の携帯電話（適合機種）で一度
ペアリングをおためしください。

携帯電話機の音声レベルは機種によって異なります。機種によっては元々音声レベルが高
かったり、音声出力が小さいなど、ノイズや自分の声が聞こえやすい機種があります。（パナ
ソニック製の一部機種など）
本製品を含むBluetooth機器同士で通話すると、通話開始時に音が聞こえる場合があり
ますが、異常ではありません。

通話中にノイズが聞こ
える
通話中に音がとぎれる

電源がオフにならない 電源スイッチを確実にオフ側へスライドさせてください。

電源がオンにならない カーキットのUSB電源コネクタがしっかり接続されているか確認してください。

電源スイッチを確実にON側へスライドさせてください。

電源を入れ直し、再度メインスイッチを長押ししてください。

携帯電話とペアリング及び接続ができていない可能性があります。ペアリング及び接続が
正常に行われているか、確認してください。
音量が小さくなっている可能性があります。音量を調節してください。

通話中にメインスイッチを短く2回押すと、通話が携帯電話に切り替わり、カーキット（カーステ
レオ）から音声が聞こえなくなります。その後の通話及び操作は携帯電話で行ってください。

携帯電話を操作して発信ダイヤルをすると、（自動切り替え設定されている機種を除いて）
携帯電話での通話となります。カーキットで通話をする場合は、メインスイッチを短く2回
押してカーキットに通話を切り替えてください。

携帯電話と通信障害が起きている可能性があります。携帯電話との距離が離れすぎていない
か、携帯電話との間に電波を遮断するような物や、電気機器などがないか確認してください。

カーキットから発信
ダイヤルできない

カーキットの操作だけの発信ダイヤルは、リダイヤル（一番最後に発信した番号へのリダイヤ
ル）のみとなります。指定の番号にダイヤルしたい場合は、携帯電話を操作して発信ダイヤルし、
その後、（自動切り替え設定されている機種を除いて）カーキットに通話を切り替えてください。

カーキットから
リダイヤルできない

HFP（ハンズフリープロファイル）が使用できない携帯電話では、カーキットからのリダイヤ
ルはできません。携帯電話の発信履歴などから通常操作してダイヤルしてください。

一部のスマートフォンでは画面ロック状態などではカーキットからのリダイヤルができない
場合があります。画面ロックなどを解除してから操作してください。

カーキットが通電状態になっているか確認してください。

メインスイッチを短く1回押すと、自動接続を再試行して接続できる場合があります。

音が聞こえない
着信音が聞こえない

カーキットの電源がオフになっている可能性があります。

携帯電話をズボンの後ろポケットやバッグ類に収納している場合など、携帯電話とカーキッ
トとの間に身体を挟むとノイズの原因となる場合があります。

携帯電話と通信障害が起きている可能性があります。携帯電話との距離が離れすぎていない
か、携帯電話との間に電波を遮断するような物や、電気機器などがないか確認してください。

携帯電話の電波状態が悪い可能性があります。携帯電話の画面で、電波レベルを確認して
ください。また、携帯電話の電波が混線しやすい環境下や、携帯電話のつながりにくい環境
下では、本製品の使用の有無に関わらず通話品質が落ちる場合があります。

使用中に電源が切れる カーキットとUSBプラグがしっかり接続されてない可能性があります。接続状態とUSBプ
ラグの通電状態を確認してください。

電源プラグが
破損・紛失した

保証期間内の製品的な不具合は修理、交換いたします。保証期間外や、取扱い不注意によ
る破損、紛失の場合、修理、交換、代替え品の提供などはできませんのでご了承ください。

電源プラグがお車のシガーソケットに確実に差し込まれているか確認してください。
お車のエンジンがかかっている（またはACC）か確認してください。

ワンセグの音声や音楽が聞こえない 携帯電話とA2DPのプロファイルで接続されていることを確認してください。
カーナビと接続したい 本製品はカーナビにはご使用できません。

パソコンと接続したい パソコン側のBluetooth機器がHSP（ヘッドセットプロファイル）に対応していれば接続が
可能ですが、相互接続はその互換性によることから保証しておりません。また、パソコンと
の接続に関する保証・サポートは一切行っておりません。

ペアリング成功後に電
源を再投入すると自動
接続されない
携帯電話との接続（リ
ンク）切断後、通信範囲
内に戻っても自動接続
されない

携帯電話の機種やバージョンによっては自動認識されず、携帯電話側でBluetooth機器の
接続設定を必要としたり、再度ペアリングが必要となる場合があります。詳しくは携帯電話
の取扱説明書をご確認ください。
本製品をペアリング後、長期間使用していなかった場合は、自動認識されない場合があり
ます。ご使用になる前に携帯電話の接続機器リストより本製品を設定しなおしてください
（※ペアリングではありません）。

メインスイッチ長押しで
ペアリングモードにならない

メインスイッチを押す時間が短い可能性があります。

HSP（ヘッドセットプロファイル）で接続している可能性があります。

◆（安全な場所に駐停車している場合に限り）カーキットを使用している状態でも携帯電話を通
常操作（通話ボタンを押すなど）して電話を受けることもできます（携帯電話本体での通話と
なりますので、その後は必要に応じて通話をカーキットに切り替えてください）。メモ

◆カーキットを接続（使用）した状態でも、携
帯電話を通常操作（終話ボタンを押すな
ど）して電話を切ることもできます。

メモ

◆カーキットを接続（使用）した状態でも、携
帯電話を通常操作（停止ボタンを押すな
ど）して停止することもできます。

メモ

◆HFP（ハンズフリープロファイル）が使用
できない携帯電話では、カーキットからの
リダイヤルはできません。携帯電話を通
常操作してダイヤルし、その後カーキット
に通話を切り替えてください。
◆一部スマートフォンなどでは画面ロック状
態ではリダイヤルできない場合がありま
す。ロック解除してから操作してください。

メモ

●ラストナンバーリダイヤルする

携帯電話から最後に発信した番号にダイ
ヤルします。

◆音量調節の際は、ボリュームアップ/ダウン
キーを短く1回ずつ押してください。キー
を長く押したり連続で押すと反応しない場
合があります。

◆運転操作の妨げになりますので、通話音量
を必要以上に上げすぎないでください。
◆最大レベルの状態からボリュームアップキ
ーを短く1回押すと、カーオーディオから
「ピー」というビープ音が聞こえます。

メモ

◆最新発信番号（ラストナンバーリダイヤル）以外にダイヤル発信したい（電話をかけたい）場合
は、携帯電話を通常操作してダイヤル発信し、相手が電話に出てから（通話開始後）カーキット
に通話を切り替えるとカーキットで通話ができます。メモ

電源オン（電源を入れる）

電源オフ状態から電源スイッチをON側へスライド

着信応答/通話

●電源オフ（電源を切る）

周波数LEDが消灯して電源がオフになり、携帯電話との接続が切れます。

電源オフ（電源を切る）

電源オン状態（接続待ちモード/スタンバイモード/ペアリングモード/など）から電源スイッチをOFF側へスライド

メインスイッチメインスイッチを
短く1回押す

再生

メインスイッチメインスイッチを
短く1回押す

停止

メインスイッチメインスイッチを
短く1回押す

●ペアリング済み携帯電話と手動での再接続する場合
再接続

メインスイッチメインスイッチを
短く1回押す

着信中に右記の操作
をすると着信拒否する
ことができます。

●着信拒否
着信拒否

メインスイッチメインスイッチを
約2秒間長押し 2秒

メインスイッチメインスイッチを
短く2回押す

終話

メインスイッチメインスイッチを
短く1回押す

手動で終了

ホームボタンiPhone側のホームボタンを
短く1回押す

自動で終了

iPhoneがスリープ状態になると
自動で終了します。

メインスイッチメインスイッチを
短く2回押す

カーキットから携帯電話への通話切り替え

メインスイッチメインスイッチを
短く2回押す

携帯電話からカーキットへの通話切り替え

メインスイッチメインスイッチを
約2秒間長押し 2秒

起動

ボリュームアップキーボリュームアップキーを
約2秒間長押し 2秒

曲送り

●曲戻し

ボリュームダウンキーボリュームダウンキーを
約2秒間長押し 2秒

曲戻し

ラストナンバーリダイヤル

ボリュームアップキー
ボリュームダウンキー

ボリュームアップ/ダウンキー
を同時に短く1回押す

ボリュームアップキー
ボリュームダウンキー

ボリュームアップ/ダウンキー
を同時に短く1回押す

マイクミュート マイクミュート解除

ボリュームアップキーボリュームアップキー
を短く1回押す

通話音量を1レベル上げる

通話音量を1レベル下げる

ボリュームダウンキーボリュームダウンキー
を短く1回押す

●本製品をお車のサンバイザーに取り付ける場合は、付属のクリップを使用します。
お車のサンバイザーへの取り付け

●本製品をお車のインパネ・センターコンソールに取り付ける場合は、付属の両面テープを使用し
ます。
●両面テープで貼り付ける前に、本製品のマイクに声が届くか確認してください。
※直射日光の当たる場所には取り付けないでください。

インパネ・センターコンソールへの取り付け

脱着フック

サンバイザー

カーキット本体

＜サンバイザー奥に取り付ける場合＞

＜サンバイザー手前に取り付ける場合＞

＜手前側＞

＜奧側＞

◆サンバイザー奥側に取り付ける
と、サンバイザーを使用できなく
なります（サンバイザーを倒すと
クリップとカーキットが外れて落
下するおそれがあります）。）

メモ

●電源オン（電源を入れる）

●Siriを起動する

メインスイッチメインスイッチを
約2秒間長押し 2秒

再入力

●音声を再入力する

●Siriを手動で終了する ●Siriを自動で終了する

周波数LEDが点灯しLEDインジケーターが青点滅し始めるとスタンバイモードになり、ペア
リング済みの携帯電話と自動的に接続を試行します。
●スタンバイモード（接続完了）
電源オンの状態で、ペアリング済みの携帯電話との接続がされている状態です。
LEDインジケーターが約7秒間隔で1回青点滅します。
この状態で通話などの操作が可能になります。

●スタンバイモード（未接続）
電源オンの状態で、携帯電話との接続がされていない状態です。
LEDインジケーターが約3秒間隔で1回青点滅します。

◆一度ペアリングをした後は、カーキットの電源を入れると、携帯電話を自動的に認識してスタン
バイモードになります。（自動認識しない場合は、メインスイッチを一度押してください。再接続
が試行され、接続できる場合があります。）
◆携帯電話の機種やバージョンによっては自動認識されず、携帯電話側でBluetooth機器の接
続設定を必要としたり、再度ペアリングが必要となる場合があります。詳しくは携帯電話の取
扱説明書をご確認ください。
◆本製品をペアリング後、長期間使用していない場合は、ご使用になる前に携帯電話の接続機
器リストより本製品を接続しなおしてください（※ペアリングではありません）。それでも接続
できないときは、携帯電話のBluetooth登録機器リストから「BT520」を削除し、再度ペアリ
ングしてください。

メモ

◆Siriを使用する際は、iPhone側の設定でSiriをオンの状態にしてください。
※Siriがオフの状態でメインスイッチを長押しすると「音声コントロール」が起動します。
◆Siriを手動で終了する際は、iPhone側のホームボタンを短く1回押して終了させてください。
※本製品からは終了できません。
◆スリープまでの時間設定はiPhone側で設定する必要があります。
◆Siriを起動中に着信があった場合、Siriは自動で終了します。再度、Siriを起動させる場合は、
通話終了後にメインスイッチを長押ししてください。
◆音楽を再生中にSiriを起動させると、音楽は自動で停止します。再度、音楽を再生する場合は、
Siriを終了後にメインスイッチを短く1回押してください。

◆本製品とのペアリングが完
了し、スタンバイモードに
なっているか確認してくだ
さい。

メモ

メモ

※本製品にUSB接続ケーブルは付属しておりません。
●電源プラグのＵＳＢ端子より、5V/2000mA（MAX）の電源供給が可能です。
●ＵＳＢ充電対応機器を同時に充電しながら本製品をご使用することができます。
※各機器とＵＳＢ接続する際には、接続機器に付属の純正品、もしくは各機器推奨の接続コードを
使用してください。
※本製品と接続が可能な機器でも、接続機器側の機能や状況によって充電や電源供給等ができ
ない場合もあります。
①安全のため接続前に必ず接続機器の電源が、OFFになっているかをご確認ください。
②お車のエンジンをかけた状態でご使用する接続機器のUSBコネクタを電源プラグのUSBポート
に差し込みます。振動等で抜け落ちることの無いよう奥まで差し込んでください。
※USBポートに差し込む向きを十分にご確認ください。
③接続機器の電源をONにしてご使用ください。
※電源プラグのUSB接続で機器の同時充電を行っ
た場合、単体での充電より充電時間が長くなる場
合があります。
※お車のエンジンを切ったら必ず接続機器のUSBコ
ネクタを抜いてください。

カーキットのペアリングモード（青と赤の交互点滅 ： 約60秒間継続）が終わらないうちに、
携帯電話での周辺機器サーチを完了してください。

2

2

2

電源プラグ

接続機器純正品
またはメーカー推奨の
ＵＳＢ接続コード

クリップ

クリップ

両面テープ

カーキット本体

クリップ

両面テープ

カーキット本体 マイク両面テープ

症状や疑問点 確認していただくこと



【本体をペアリングモードにする】

【本体をペアリングモードにする】

docomo / FOMA
ソニーエリクソン

　　　　　　　         Xperia acro HD（SO-03D） ★
　　　　　　　         Xperia PLAY（SO-01D） ★
　　　　　　　         Xperia ray（SO-03C） ★
　　　　　　　         Xperia acro（SO-02C） ★
　　　　　　　         Xperia arc（SO-01C） ★
ホーム画面→[メニューキー（MENU）]を押す
[設定]を選択
ワイヤレス設定（無線とワイヤレス設定
　　　　  または 無線とネットワーク）を選択
（BluetoothがONになっていることを確認）
Bluetooth設定を選択
デバイスのスキャン（端末のスキャン）を選択

"スキャン中"の表示
[BT○○○]表示
[BT○○○]をタップまたは長押し
（[ペアに設定して接続]を選択）
（パスキーの入力が必要な場合あり）
パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力
リストのBT○○○上に[音声接続]または
[携帯電話の音声に接続]と表示

P-05D ★ / 01D ★
富士通
F-08D ★
F-07D ★
F-05D ★

P-05C / 03C / 06B
メニュー画面を開く
[便利ツール]を選択
[Bluetooth]を選択
[新規機器登録]を選択
登録する機器を登録待機状態にしてくださいと表示

[BT○○○]表示
[BT○○○]を選択
未登録機器です。登録しますか？と表示
[YES]を選択
Bluetoothパスキーを入力してくださいと表示
パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力
[確定]を選択
BT○○○ 機器登録完了しましたと表示
[ハンズフリー]を選択
"BT○○○と接続しました"と表示

【本体をペアリングモードにする】

Bluetooth搭載携帯電話ペアリング方法 （ペアリングマニュアル） 
※必ず携帯電話・スマートフォンの取扱説明書を読んでから手順をご確認ください。携帯電話・スマートフォンのソフトウェアバージョンアップにより方法が異なる場合もあります。
※BT520とBT530では一部表示が異なる場合があります。
※特に★印の機種は、Androidソフトウェアによって幾つかのペアリング方法があります。下記は一例ですので、スマートフォンの取扱説明書も必ずご確認ください。
※パスキーの入力が省略される機種もあります。

※au、ソフトバンクはうら面を
　ご覧ください。

【本体をペアリングモードにする】
【本体をペアリングモードにする】 【本体をペアリングモードにする】 【本体をペアリングモードにする】 【本体をペアリングモードにする】

【本体をペアリングモードにする】

SH-05D SH-03D
メニュー画面を開く
[便利ツール]を選択
[Bluetooth]を選択してONにする
[新規機器登録]を選択
登録する機器を登録待機状態にしてくださいと表示

[OK]キーを押す
[登録機器リスト]が表示される
[BT○○○]表示
[BT○○○]を選択
”BT○○○を認証しますか？”と表示
[はい]を選択
”BT○○○を機器登録しました”と表示
再度リストの[BT◯◯◯]を選択
[接続]をプッシュ
"BT○○○にBluetooth接続しました”と表示
※携帯電話によっては、パスキーの選択を求め
　られる場合があります。その場合は「0000」
　（ゼロを4つ）と入力してください。

SH-03B
メニュー画面を開く
[LifeKit]を選択
[Bluetooth]を選択
[新規機器登録]を選択
登録する機器を登録待機状態にしてくださいと表示

[BT○○○]表示
[BT○○○]を選択
Bluetoothパスキーを入力してください
パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力
"Bluetooth認証中"と表示
”機種登録しました”と表示
通常接続機器に設定しますか？
"はい"を選択

SH-10C / 06C / 01C / 07B
メニュー画面を開く
[便利ツール]を選択
[Bluetooth]を選択
[新規登録登録]を選択
登録する機器を登録待機状態にしてくださいと表示

[BT○○○]表示
[BT○○○]を選択
Bluetoothパスキーを入力してください
パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力
”機種登録完了しました”と表示
クリアを押してBluetoothリストに戻る
[機器リスト・接続・切断]を選択
[BT○○○]を選択
[十字キーの真中（接続）]を押す
BT○○○にBluetooth接続しました

docomo / FOMA
シャープ

docomo / FOMA
パナソニック

SH-06D / 02D / 01D / 13C / 12C 
メニューボタンを押す
[設定]を選択
[無線とネットワーク]を選択
[Bluetooth]を選択してONにする
[Bluetooth設定]を選択
[新規デバイス登録]を選択

[BT○○○]表示
[BT○○○]を選択
（パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力）
[OK]キーを押す
“ハンズフリー機器に接続しました”と表示
※注[ペアリング中]の表示ではご使用になれ
　ません。再度選択して接続させてください。

SH-10B　★
メインメニュー選択
[設定]を選択
[通信]を選択
[Bluetooth]を選択してONにする
[Bluetooth設定]を選択
[新規デバイス登録]を選択

[BT○○○]表示
[BT○○○]を選択
“認証処理中 パスキー入力”と表示
パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力
[OK]キーを押す
“ハンズフリー機器に接続しました”と表示

事業者
メーカー
機種名
手順1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

P-04B / 02B / 01B / 09A / 08A / 07A
メニュー画面を開く
[LifeKit]を選択
[Bluetooth]を選択
[新規機器登録]を選択

”機器探索中” ”機器名称取得中”と表示
[BT○○○]表示
[BT○○○]を選択
未登録機器です。登録しますか？と表示
[YES]を選択
Bluetoothパスキー（パスコード）を入力してください
パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力
[確定]を選択
”BT○○○ 機器登録完了しました”と表示
[ハンズフリー]を選択
BT○○○と接続中と表示

【本体をペアリングモードにする】

【本体をペアリングモードにする】

BlackBerryBold 9780
ホーム画面
［メニューキー］を押す
[トレイを開く]を選択
［オプション］を選択
［ネットワーク及び接続］を選択
[Bluetooth接続]を選択
※［Bluetooth］がONになっていることを確認してください
［新しいデバイスを追加］を選択
［検索］を選択

[BT○○○]表示
[BT○○○]を選択
BT○○○のデバイスを待機していますと表示
BT○○○の数値パスキーを入力
パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力
ペアリングが完了しました接続しますか？
と表示
[はい]を選択
”Bluetoothへの接続に成功しました”
と表示

○「BT○○○」の「○○○」には商品の品番が携帯電話に表示されます。
　BT520をペアリングした場合の表示は「BT520」、BT530をペアリングした場合の表示は「BT530」です。
※手順は概略ですので一字一句正確なものではありません。確認及び選択時の決定キー操作などが省略されている場合があります。
※下記及び裏面に記載のない機種につきましては、弊社ホームページにてご確認ください。

※右のQRコードを携帯電話で読み込むと、適合情報のページにアクセスできます。
※Bluetoothとそのロゴマークは、Bluetooth SIG,INC.の登録商標です。QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
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EMOBILE
HTC
H31HT  Aria　★
メニューボタンを押す
[設定]を選択
[無線とネットワーク]を選択
[Bluetooth設定]を選択

[デバイス検索]を選択
リストに[BT○○○]表示
[BT○○○]を選択して長押し
表示された[接続]を選択する
（機種により）[Bluetootrhのペア設定リクエスト]
　　　　　　　ダイアログが開く
（機種により）パスキーを「0000」（ゼロを4つ）
　　　　　 と入力
[Bluetoothヘッドセットが接続されました]と表示
[BT○○○]の下に"携帯電話機の音声に接続"と表示
※注[ペア設定・非接続]の表示では接続が完了されておらず、
　ご使用になれません。再度選択して接続させてください。

【本体をペアリングモードにする】

H31IA
メニュー画面を開く
[外部接続]を選択
[Bluetooth]を選択
登録済みデバイスを設定
[デバイスなし]を選択
[履歴]を押す
接続履歴リストが表示

[検索]を押す
デバイスリストに[BT○○○]が表示
[BT○○○]を選択
パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力
OKを押す
“登録しました”と表示
“今後は確認せずに「BT○○○」と
 表示しますか？”
[はい]を選択
信頼設定を有効にしましたと表示

【本体をペアリングモードにする】
【本体をペアリングモードにする】

【本体をペアリングモードにする】

事業者
メーカー
機種名
手順1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

docomo / FOMA
Research in Motion

BlackBerryBold 9700
メニューキーを押す
メニューアイコン表示
オプションを選択
（機器を初めて
　　　　繋ぐ場合）
空を選択
トラックパッドを押す
デバイス追加を押す
デバイスを検索しますか？と表示

検索を選択
[BT○○○]表示
[BT○○○]を選択
数値キーを入力してくださいと表示
パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力
トラックパッドを押す
ペアリングが完了しました
BT○○○に接続しますか？と表示
[はい]を選択
BT○○○への接続に成功しました

（すでに登録した
　 　事がある場合）
トラックパッドを押す
フルメニューを選択

F-07C / F-03C / 02C / 01C / 06B
メニュー画面を開く
[便利ツール]または[LifeKit]を選択
（[WiFi/Bluetooth]を選択）
[Bluetooth]を選択
[新規登録登録]を選択
登録する機器を登録待機状態にしてくださいと表示

[BT○○○]が表示
[BT○○○]を選択
Bluetoothパスキーを入力してください
パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力
”機種登録完了しました”と表示
クリアを押してBluetoothリストに戻る
[機器リスト・接続・切断]を選択
[BT○○○]を選択
[接続/十字キーの真中]を押す
BT○○○にBluetooth接続しました

F-07B / 04B / 03B / 01B
メニュー画面を開く
[LifeKit]を選択
[Bluetooth]を選択
[新規機器登録]を選択
登録する機器を登録待機状態にしてくださいと表示

[OK]キーを押す
[BT○○○]が表示
[BT○○○]を選択
パスコードを入力してください
パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力
[確定]を押す
”BT○○○を登録しました”と表示
[ハンズフリー(HFP)]のチェックを確認
[接続]を押す
”BT○○○と接続しました”と表示

F-10C / F-09C
MENUキーを押す
[便利ツール]を押す
[新規機器登録]を選択
登録する機器を登録待機状態にしてくださいと表示
OKを押す
[登録機器リスト]が表示される

[BT○○○]が表示
[BT○○○]を選択
機種により”Bluetoothパスキーを入力してください”と表示
パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力
”BT○○○機器登録しました”と表示
[新規機器登録リスト]が表示される
接続キーを押す
”BT○○○と接続しました”と表示

docomo / FOMA
富士通

docomo / FOMA
富士通

EMOBILE
Inventec Appliance

F-04D / 02D
※他の富士通製の機種
は2段目にあります。

【本体をペアリングモードにする】
【本体をペアリングモードにする】

N-05C / 03C / 02C / 08B / 07B / 04B
N-02B / 01B / 09A / 08A / 07A / 06A
メニュー画面を開く
[LifeKit]または[便利ツール]を選択
（[NEXT]を押してページを切り替える）
[Bluetooth]を選択
[新規機器登録]を選択
登録する機器を登録待機状態にしてくださいと表示

[OK]キーを押す
[BT○○○]が表示
[BT○○○]を選択
未登録機器です。登録しますか？→OK
Bluetoothパスキーは？と表示
パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力
[確定]を押す
BT○○○機器登録完了しましたと表示
[BT○○○]を選択
[ハンズフリー]を選択
[接続]キーを押す
”BT○○○接続しました”と表示

【本体をペアリングモードにする】

docomo / FOMA
NEC

N-05D ★ / 04D ★
N-06C ★ / 04C ★
ホーム画面表示から
メニューキーを押す
[設定]または[本体設定]を選択
[無線とネットワーク]を選択
※Bluetooth機能がONになっていることを確認してください
[Bluetooth設定]を選択
[デバイススキャン（Bluetooth機器をスキャン）]を選択
（"…登録する機器が登録待機状態か、ご確認ください”と表示）

[OK]を押す
リストに[BT○○○]が表示される
[BT○○○]を選択して長押しする
[ペアに設定して接続]または[ペアリングと接続]を選択
パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力
[OK]を選択
リストに“携帯電話の音声に接続”と表示
※[ペアリング中][ペア設定・非接続]の表
　示ではご使用になれません。再度選択して
　接続させてください。

docomo / FOMA
カシオ
CA-01C
MENUキーを押す
[便利ツール]を押す
[NEXT]を押して表示を先送りする
[Bluetooth]を選択
[新規機器登録]を選択
“登録する機器を登録待機状態にしてください”と表示

[OK]を押す
[BT○○○]が表示される
[BT○○○]を選択
未登録機器です。登録しますか？
[YES]を選択
”Bluetoothパスキーは？”と表示
パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力
”BT○○○機器登録完了しました"と表示
[登録機器リスト]が表示される
[BT○○○]を選択
[ハンズフリー]を選択して[接続]を押す
”BT○○○接続しました”と表示

L-02D ★ 
L-01D ★

docomo / FOMA
LG

※F-02Dは右上（1段目）を参照。
※F-05D/03D/02D/12Cは右上（1段目）パナソニックの項目を参照。

【本体をペアリングモードにする】

SC-04D ★ / 03D ★ / 02B ★
ホーム画面表示
メニューボタンを押す
[設定]を選択
[無線とネットワーク]を選択
（[Bluetooth設定]を選択）
BluetoothをONにする

[デバイス検索]または[デバイスのスキャン]を選択
[BT○○○]表示→[BT○○○]を選択
（機種により）パスキー（PIN）を「0000」
　　　　　 （ゼロを4つ）と入力
[接続]と表示
※[ペア設定・非接続]の表示では接続が完了されておらず、
　ご使用になれません。再度選択して接続させてください。

【本体をペアリングモードにする】
【本体をペアリングモードにする】

T-01D ★ / T-01C ★
メニューボタンを押す
[設定]または[本体設定]を選択
[ワイヤレス設定]または[無線とネットワーク]を選択
[Bluetooth設定]を選択
※BluetoothがONになっていることを確認

[端末のスキャン]または[デバイスのスキャン]を選択
[BT○○○]表示
[BT○○○]を選択して長押し
[ペアに設定して接続]を押す
（機種により）[Bluetoothのペア設定リクエスト]
　　　　　　　ダイアログが開く
（機種により）パスキーを「0000」（ゼロを4つ）
　　　　　 と入力
（[Bluetoothヘッドセットが接続されました]と表示）
[BT○○○]の下に"携帯電話機の音声に接続"と表示
※[ペア設定・非接続]の表示では接続が完了されておらず、
　ご使用になれません。再度選択して接続させてください。

【本体をペアリングモードにする】

事業者
メーカー
機種名
手順1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

docomo / FOMA
東芝

T-01A
スタートを選択
[設定]を選択
[接続]タブを押す
[Bluetooth]を選択
[モード]タブを選択
[BluetoothをONにする]にチェック
右上の[OK]を押す
[Bluetooth]を選択
[新しいデバイスの追加]をタップ

[BT○○○]表示
[BT○○○]を選択
右下の[次へ]をタップ
（”パスコードの入力”と表示される場合あり）
パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力
Pocket PCが
BT○○○に接続され
ましたと表示

SC-02C ★ / 01C ★
メニューボタンを押す
[設定]を押して選択
[無線とネットワーク]を押して選択
[Bluetooth設定]を選択

[端末のスキャン（デバイスを検索）]を選択
[BT○○○]表示
[BT○○○]を選択して長押し
[ペアに設定して接続]を押す
（機種により）[Bluetoothのペア設定リクエスト]
　　　　　　　ダイアログが開く
（機種により）パスキーを「0000」（ゼロを4つ）
　　　　　 と入力
（[Bluetoothヘッドセットが接続されました]と表示）
（[BT○○○]の下に"携帯電話機の音声に接続"と表示）
※[ペア設定・非接続]の表示では接続が完了されておらず、
　ご使用になれません。再度選択して接続させてください。

docomo / FOMA
サムスン
SC-01B

接続済みリストの中に
BT○○○が表示

[完了]を押す

【本体をペアリングモードにする】

DisneyMobile
シャープ
DM008SH / 007SH / 005SH
[メニュー画面]を開く
[ツール]または[設定]を選択
十字キーを操作してタグ変更
外部接続タグを表示
[Bluetooth]を選択
[デバイス登録]を選択
Bluetoothデバイスを登録待機にしてくださいと表示

[OK]キーを押す
[BT○○○]表示
[BT○○○]を選択
”登録用パスキー入力”と表示
パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力
”ハンズフリー機能接続しました”

【本体をペアリングモードにする】

DM011SH ★ / 010SH ★ / 009SH ★
ホーム画面表示から
メニューキーを押す
[本体設定]または[端末設定]を選択する
[無線とネットワーク]を選択する
（BluetoothをONにする）
[Bluetooth設定]を選択する

[デバイスのスキャン]を選択
リストに[BT○○○]が表示される
[BT○○○]を選択して長押しする
[ペアに指定して接続]を選ぶ。
（必要な場合はパスキー0000を入れる）
OKを押す
完了しましたと表示
登録機器リストが再度表示される
[BT○○○]を選択
[接続]を押す
"Bluetoothハンズフリー機器に接続しました"と表示
"携帯電話の音声に接続"とリストに表示される

BT520,BT530

〒134-0092  東京都江戸川区一之江町3000番地
http://www.seiwa-c.co.jp
株式会社



【本体をペアリングモードにする】

【本体をペアリングモードにする】

【本体をペアリングモードにする】

ISW11SC ★
メニューボタンを押す
[設定]を選択
[無線とネットワーク]を選択
[Bluetooth]をONにする
[Bluetooth設定]を選択

[デバイス探索]を選択
Bluetoothデバイスリストに[BT○○○]表示
［Sinc BT◯◯◯］を選択して長押し
[BT○○○ （ペアに接続して設定）]を選択
（機種によって）パスキーを「0000」
　　　　　　　　　　（ゼロを4つ）と入力
[OK]を押す
［BT○○○］の下に
“Bluetoothヘッドセットが接続されました”と表示

○「BT○○○」の「○○○」には商品の品番が携帯電話に表示されます。
　BT520をペアリングした場合の表示は「BT520」、BT530をペアリングした場合の表示は「BT530」です。
※手順は概略ですので一字一句正確なものではありません。確認及び選択時の決定キー操作などが省略されている場合があります。

2012.05　うら面

【本体をペアリングモードにする】

【本体をペアリングモードにする】

【本体をペアリングモードにする】

【本体をペアリングモードにする】
【本体をペアリングモードにする】

au
シャープ

事業者
メーカー
機種名
手順1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

IS03　★ / IS05　★
メニューボタンを押す
[設定]を選択
[無線とネットワーク]を選択
[BluetoothをONにする]にチェック
[Bluetooth設定]を選択
[新規デバイス検索]を選択

[BT○○○]表示
[BT○○○]を選択
パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力
[OK]を選択
[BT○○○]の横に"接続"と表示
または“ハンズフリー機器に接続しました”と表示
※[ペアリング中]の表示ではご使用になれ
　ません。再度選択して接続させてください。

IS14SH ★ / IS13SH ★ / IS12SH ★
メニューキーを押す（または[Utilities]を開く）
[設定]または[詳細設定]→[無線とネットワーク]を選択
[BluetoothをONにする]にチェック
[Bluetooth設定]を選択
（[Bluetooth詳細設定]を選択）
（[常にハンズフリー]をONにする）
（[Bluetooth設定]に戻る）
[デバイスのスキャン]を選択

[BT○○○]表示→[BT○○○]を選択
（[ペアに設定して接続する]を選択）
パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力して[OK]を選択
[BT○○○]の横に"接続"と表示
または“ハンズフリー機器に接続しました”と表示
※[ペアリング中]や[ペア設定・非接続]の表示ではご使用
　になれません。再度選択して接続させてください。

SH011 / SH010 / SH009 / SH008 / SH006 / SH007
SH004 / SH003 / SH002 / SH001 / E06SH / E05SH
メニュー画面を開く
（ [赤外線/Bluetooth]→ ）[Bluetooth]を選択
[新規登録]または[初期登録]を選択
（[ハンズフリー機器を登録]を選択）
“初期登録します よろしいですか？”または
“登録する機種が登録待機状態かご確認ください”と表示

[OK]キーを押す
[BT○○○]表示→[BT○○○]を選択
[登録]を押す
“認証処理中 パスキー入力”と表示
パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力
[OK]キーを押す
”BT○○○に接続しました。
HFPがご利用になれます”などと表示

au
モトローラ
ISW11M ★
メニューキーを押す
[設定]を選択→[無線とネットワーク]を選択
BluetoothがONになっているか確認する
[Bluetooth設定]を選択

[デバイスのスキャン]を選択
リストに[BT○○○]表示が表示される
[Sinc BT○○○]を選択して長押しする
[ペアに設定して接続]を選択
（機種により）[Bluetoothのペア設定リクエスト]ダイアログが開く
（機種により）パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力
（機種により）[OK]を選択
"携帯電話機の音声に接続"と表示される
※[ペア設定・非接続]の表示では接続が
　完了されておらず、ご使用になれません。
　再度選択して接続させてください。

au
LG
IS11LG ★
メニューキーを押す
[設定]を選択→[無線とネットワーク]を選択
BluetoothがONになっているか確認する
[Bluetooth設定]を選択

[デバイスのスキャン]を選択
リストに[BT○○○]表示
[Sinc BT○○○]を選択して長押しする
[ペアに設定して接続]を選択
（機種により）パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力
[ペアリングは完了しました]と表示される
[Bluetooth通信機器が接続されました]と表示
"携帯電話機の音声に接続※HFP接続の
 場合"と表示

au
サムスン

au
HTC
ISW12HT ★ / ISW11HT ★
メニューボタンを押す
[設定]を選択
[システム]を選択
[無線とネットワーク]を選択
BlietoothがONになっているか確認
[Bluetooth設定]→[新規デバイス検索]を選択

表示された[BT○○○]を選択して長押し
[ペアに設定して接続]を選択
（機種により）[Bluetoothのペア設定リクエスト]
ダイアログが開く
（機種により）パスキー「0000」（ゼロを4つ）と入力
（機種により）[OK]を選択
[携帯電話の音声に接続]と表示
※[ペアリング中]の表示ではご使用になれ
　ません。再度選択して接続させてください。

INFOBAR C01 ★ / A01 ★
メニューボタンを押す
[Utirities]を選択→[設定]を選択
[無線とネットワーク]を選択
BlietoothがONになっているか確認
[Bluetooth設定]→[Bluetooth詳細設定]を選択
［常にハンズフリー］をONにする
[Bluetooth設定]のメニューリストまで戻る
[デバイスのスキャン]を選択

表示された[BT○○○]を選択して長押し
[ペアに設定して接続]を選択
（機種により）パスキー「0000」（ゼロを4つ）と入力
（機種により）[OK]を選択
[携帯電話の音声に接続]と表示
※[ペアリング中]の表示ではご使用になれ
　ません。再度選択して接続させてください。

【本体をペアリングモードにする】

【本体をペアリングモードにする】

【本体をペアリングモードにする】

CA007 / CA006 / CA005 / G’z One Type-X
メニュー画面を開く
[Bluetooth/赤外線]または[ツール]を選択
[Bluetooth]を選択
（[新規登録]を選択）

[BT○○○]表示
[BT○○○]を選択
パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力
”BT○○○に接続しました。
HFPがご利用になれます”などと表示

P001

【本体をペアリングモードにする】
【本体をペアリングモードにする】【本体をペアリングモードにする】 【本体をペアリングモードにする】 【本体をペアリングモードにする】

事業者
メーカー
機種名
手順1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

au
東芝

au
パナソニック

T008 / T007 / T006 / T005 / T004
T003 / X-RAY / LIGHT POOL
メニュー画面を開く
[赤外線/Bluetooth]または[ツール]を選択
[Bluetooth]を選択
[初期登録]または[新規登録]を選択
（登録する機種が登録待機状態かご確認くださいと表示）

[OK]キーを押す
[BT○○○]表示→[BT○○○]を選択
“認証処理中 パスキー入力”と表示
パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力
[OK]キーを押す
”BT○○○に接続しました。
HFPがご利用になれます”と表示

Ｔ001 / biblio
メニュー画面を開く
[ツール （または 通信ツール）]を選択
[Bluetooth]を選択
[初期登録]を選択
（ [ハンズフリー機器]を選択 ）
初期登録します よろしいですか？

[はい]を選択
[BT○○○]表示
[BT○○○]を選択
“認証処理中 パスキー入力”と表示
パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力
“HFP BT ○○○を登録しました”と表示

IS11T ★ / IS04 ★
ホーム画面から[メインメニューキー]を押す
[設定]を選択
[無線とネットワーク]を選択
[Bluetooth設定]を選択
[端末のスキャン]を選択
（登録する機種が登録待機状態かご確認くださいと表示）

[OK]を押す
[BT○○○]表示
[BT○○○]を選択
パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力して[OK]を選択
“ハンズフリー機能に接続しました”と表示
※[ペアリング中]の表示ではご使用になれ
　ません。再度選択して接続させてください。

au
ソニーエリクソン

IS11CA  G’zOne ★
[メニューキー]を押す
[設定]を選択
[無線とネットワーク]を選択
BluetoothをONにして[Bluetooth設定]を選択
[端末のスキャン]または[デバイスのスキャン]を選択

[BT○○○]表示
[BT○○○]を選択して長押し
（[ペアに設定して接続]を選択）
（パスキーの入力が必要な場合あり）
パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力
[携帯電話の音声に接続しました]と表示
※[ペアリング中]の表示ではご使用になれ
　ません。再度選択して接続させてください。

S007 / S006 / S004 / S003 / S001
BRAVIA Phone U1 / Premier3 / G11 / G9
URBANO BARONE, MOND, AFFARE
メニュー画面を開く
（ [ツール]または[ircomm/Wi-Fi/Bluetooth]を選択 ）
[Bluetooth]を選択
[初期登録]または[新規登録]を選択
（ [ハンズフリー機器を登録]を選択 ）
（初期登録します よろしいですか？）

（ [はい]または[OK]を選択 ）
[BT○○○]表示→[BT○○○]を選択
“認証処理中 パスキー入力”と表示
パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力
”HFP BT○○○を登録しました”などと表示

IS12S ★ / IS11S ★

au
カシオ

IS12T ★
スタートボタンを押す
スタート画面が表示される
右上の矢印を押す
設定を押す
Bluetoothを選択
BluetoothをON

自動的スキャンを開始される
リストに[BT○○○]が表示される
[BT○○○]を選択
パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力
接続完了と表示される

au
京セラ
K009 / K007
[メニュー画面]を開く
[Bluetooth]を選択
[Bluetoothメニュー]が表示される
[新規登録]を選択
[機器選択リスト]を選択

[BT○○○]表示
[BT○○○]を選択
[登録]を押す
“認証処理中 パスキー入力”と表示
パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力
OKを押す
”BT○○○に接続しました。
HFPがご利用になれます”などと表示

【本体をペアリングモードにする】
【本体をペアリングモードにする】

【本体をペアリングモードにする】 【本体をペアリングモードにする】

【本体をペアリングモードにする】
【本体をペアリングモードにする】

【本体をペアリングモードにする】

【本体をペアリングモードにする】

iPhone4S ★ / 4 ★ / 3GS ★ / 3G ★
デスクトップ画面から[設定]を選択
[一般]を選択
[Bluetooth]を選択

[Bluetooth]をONにする
デバイス検索モードになる
接続可能なデバイスリスト表示
（表示に1分弱かかる場合があります）
デバイスリストに”BT○○○ 登録されていません”と表示
リストの[BT○○○]をタップ
PINコード（パスキー）入力画面になる（一部機種省略）
パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力
画面左上の[完了]をタップ
デバイスリストに
”BT○○○ 接続されました”と表示

事業者
メーカー
機種名
手順1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

SoftBank
Apple

SoftBank
シャープ

002SH / 001SH / 945SH / 944SH / 943SH / 942SH
941SH / 940SH / 936SH / 935SH / 842SH / 841SH（s）
メニュー画面を開く
[ツール]を選択
十字キーを操作してタグ変更
外部接続タグを表示
[Bluetooth]を選択
[デバイス登録]を選択
（ 機種によっては ”Bluetoothデバイスを
登録待機にしてください”と表示 ）

[BT○○○]表示
[BT○○○]を選択
”登録用パスキー入力”と表示
パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力して[OK]
”ハンズフリー機能接続しました” 
[登録済みデバイスリスト]にBT○○○表示

au
富士通

au
Apple

003SH GALAPAGOS ★ / 005SH GALAPAGOS ★
[ホーム]画面
[MENU]キーを押す
[設定]を選択
[無線とネットワーク]を選択
[Bluetooth設定]を選択
[新規デバイス登録]を選択
"…登録する機器が登録待機状態か、ご確認ください”と表示

[OK]を押す
リストに[BT○○○]が表示される
[BT○○○]を選択
パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力
[OK]を選択
“ハンズフリー機能に接続しました”と表示
※[ペアリング中]の表示ではご使用になれ
　ません。再度選択して接続させてください。

004SH
[メニュー画面]を開く
[ツール]を選択
十字キーの右を3回プッシュしてタグ変更
外部接続タグを表示
[Bluetooth]を選択
On/Off設定でBluetooth機能がOnになっているか確認

[デバイス登録]を選択
”登録候補を検索中”と表示
[登録候補一覧]が表示
[BT○○○]を選択
パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力
"BT◯◯◯をデバイスリストに加えますか？"と表示
[はい]を選択
”ハンズフリー機能接続しました”

103SH ★ / 102SH ★ / 101SH ★ / 009SH ★ / 007SH ★
[ホーム画面]→[MENU]キー→[端末設定]を選択
[無線とネットワーク]を選択
BluetoothがONになっている事を確認
[Bluetooth設定]→[Bluetooth詳細設定]を選択
[常にハンズフリー通話]がONになっているか確認
[Bluetooth設定]まで戻り[デバイスのスキャン]を選択

表示された[BT○○○]を選択（長押し）
[ペアに設定して接続]をタップ
（機種により）[Bluetoothのペア設定リクエスト]
　　　　　  ダイアログが開く
（機種により）パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力
（機種により）[OK]を選択
"携帯電話機の音声に接続"と表示
※[ペア設定・非接続]の表示では接続が完了されておらず、
　ご使用になれません。再度選択して接続させてください。

F001
[メニュー画面]を開く
[ツール]を選択
[Bluetooth]を選択
[新規登録]を選択

"登録する機器を登録待機状態にしてください"と表示
[機器選択リスト]表示
[BT○○○]表示
[BT○○○]を選択
[登録キー]を押す
“認証処理中 パスキー入力”と表示
パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力
OKを押す
”BT○○○に接続しました。HFPがご利用に
なれます”などと表示
OKを押す

ISW11F ★ / IS12F ★

au
NEC
IS11N ★
メニューボタン→[設定]または[端末設定]を選択
[無線とネットワーク]を選択
BluetoothがONになっているか確認する
[Bluetooth設定]を選択

[デバイスのスキャン]を選択
[BT○○○]表示
[BT○○○]を選択
[ペアに設定して接続]を選択
（機種により）[Bluetoothのペア設定リクエスト]
ダイアログが開く
（機種により）パスキー「0000」（ゼロを4つ）と入力
（機種により）[OK]を選択
[携帯電話の音声に接続]と表示
※[ペア設定・非接続]の表示ではご使用にな
　れません。再度選択して接続させてください。

IS11PT ★ / IS06 SIRIUSα ★
メニューボタン→[設定]→[システム]を選択
[無線とネットワーク]を選択
BluetoothがONになっているか確認する
[Bluetooth設定]を選択
[新規デバイス検索（スキャン）]を選択

[BT○○○]表示→[BT○○○]を選択して長押し
[ペアに設定して接続]を選択
（機種により）[Bluetoothのペア設定リクエスト]
　　　　　ダイアログが開く
（機種により）パスキーを「0000」（ゼロを4つ）
　　　　　 と入力[OK]を選択
[BT○○○]の下に"携帯電話機の音声に接続"と表示
※[ペア設定・非接続]の表示では接続が
　完了されておらず、ご使用になれません。
　再度選択して接続させてください。

au
PANTECH

【本体をペアリングモードにする】【本体をペアリングモードにする】
【本体をペアリングモードにする】

001DL DELL Streak　★
メニュー→[設定]→[無線とネットワーク]を選択
BluetoothがONになっているか確認する
[Bluetooth設定]を選択

[新規デバイス検索]を選択
リストに[BT○○○]表示
[BT○○○]を選択して長押し
[ペアに設定して接続]を選択
（機種により）[Bluetoothのペア設定リクエスト]
　　　　　ダイアログが開く
（機種により）パスキーを「0000」（ゼロを4つ）
　　　　　 と入力して[OK]を選択
[BT○○○]の下に"携帯電話機の音声に接続"と表示
※注[ペア設定・非接続]の表示では接続が完了されておらず、
　ご使用になれません。再度選択して接続させてください。

【本体をペアリングモードにする】

【本体をペアリングモードにする】
【本体をペアリングモードにする】

※ドコモ、ディズニーモバイル、イーモバイルは
　おもて面をご覧ください。

【本体をペアリングモードにする】

SoftBank
パナソニック

事業者
メーカー
機種名
手順1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

SoftBank
ZTE

SoftBank
HTC

SoftBank
DELL

SoftBank
NEC
001N / 940N / 930N
メニュー画面を開く
[ツール]を選択
[Bluetooth]を選択

[新規機器登録]を選択
[BT○○○]表示→[BT○○○]を選択
未登録機器です。登録しますか？と表示
BT○○○を登録中”と表示
”Bluetoothパスキーは？”と表示
パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力
BT○○○を登録中”と表示
BT○○○ 機器登録完了しました”と表示
[登録機器リスト]が表示される
[ハンズフリー]を選択
BT○○○と接続しました”と表示

001P LUMIX Phone / 942P / 941P / 940P / 931P / 930P
メニュー画面のツール選択から[Bluetooth]をプッシュ
[検索・登録デバイスリスト]を選択
“デバイスが検索されていません。検索しますか？”と表示

[YES]を選択
[BT○○○]が表示されるので[BT○○○]を選択
デバイス検索完了しました”と表示
未登録デバイスです。登録しますか？と表示されるので [YES]を選択
端末暗証番号入力・・・・携帯電話の暗証番号を入力し、[確定]キーを押す
Bluetoothパスキー入力・・・・パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力
“BT○○○ デバイス登録完了しました”と表示
[ハンズフリー]を選択
“BT○○○と接続しました”と表示
（ ”別サービスにも接続しますか？”と表示されるので使用するプロファイルによって選択 ）

SoftBank
サムスン
941SC / 940SC / 931SC / 930SC / 830SC
メニュー画面を開く
[設定]を選択
[外部接続]を選択
[Bluetooth]または[Bluetooth/赤外線]を選択

[デバイス検索]を選択
[BT○○○]表示
[BT○○○]を選択
（ドラッグして真ん中のBluetoothマークにドロップ）
パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力
[OK]キーを押す
“ハンズフリーが接続されました”と表示

001HT ★ / X06HT ★ / X06HTⅡ ★
メニューボタンを押す
[設定]を選択
[無線とネットワーク]を選択
[Bluetooth]をONにする
[Bluetooth設定]を選択

[デバイス探索]を選択
Bluetoothデバイスリストに[BT○○○]表示
[BT○○○ （ペアに接続して設定）]を選択
（機種によって）パスキーを「0000」
　　　　　　　　　　（ゼロを4つ）と入力
[OK]を押す
“Bluetoothヘッドセットが接続されました”と表示
［BT○○○］の横に“接続"と表示

009Z ★ / 003Z ★
メニューボタンを押して[設定]を選択
[無線とネットワーク]を選択
BluetoothがONになっているか確認する
[Bluetooth設定]を選択

[デバイスキャン]を選択
[BT○○○]表示
[BT○○○]を選択
[ペアに設定してリクエスト]を選択
[Bluetoothのペア設定リクエスト]ダイアログが開く
パスキーを「0000」（ゼロを4つ）と入力
[OK]を選択
[BT○○○]の下に"携帯電話機の音声に接続"と表示
※[ペア設定・非接続]の表示では接続が完了されておらず、
　ご使用になれません。再度選択して接続させてください。

102P  ★ / 101P  ★ / 003P  ★
[メニューボタン]を押すか[アプリケーション一覧]を選択
[設定]→[無線とネットワーク]を選択
BluetoothがONになっていることを確認
[Bluetooth設定]を選択

[デバイスのスキャン]を選択
[BT○○○]が表示される
[BT○○○]を選択
（機種により）[Bluetoothのペア設定リクエスト]
　　　　　ダイアログが開く
（機種により）パスキーを「0000」（ゼロを4つ）
　　　　　 と入力して[OK]を選択
[BT○○○]の下に"携帯電話機の音声に接続"と表示
※注[ペア設定・非接続]の表示では接続が完了されておらず、
　ご使用になれません。再度選択して接続させてください。

※必ず携帯電話・スマートフォンの取扱説明書を読んでから手順をご確認ください。携帯電話・スマートフォンのソフトウェアバージョンアップにより方法が異なる場合もあります。
※BT520とBT530では一部表示が異なる場合があります。
※特に★印の機種は、Androidソフトウェアによって幾つかのペアリング方法があります。下記は一例ですので、スマートフォンの取扱説明書も必ずご確認ください。
※パスキーの入力が省略される機種もあります。


